
(57)【要約】

【課題】携帯用の端末機に設けられた複数のパネルを整

合的に結合させることで、歪みのない一つの画面を表示

可能にする携帯用の端末機を提供する。

【解決手段】本考案に係る携帯用の端末機は、第１映像

が表示されるメインディスプレイパネル部１０と、第２

映像が表示されるサブディスプレイパネル部２０と、サ

ブディスプレイパネル部２０をメインディスプレイパネ

ル部１０に回転可能に固定するヒンジ連結部と、ヒンジ

連結部と対向して設けられ、メイン及びサブディスプレ

イパネル部１０、２０を電気的に連結させるための配線

が挿入される配線連結部とを備えている。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 映 像 が 表 示 さ れ る 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 と 、
　 第 ２ 映 像 が 表 示 さ れ る 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 と 、
　 前 記 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 を 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 回 転 可 能 に 固 定 す る
ヒ ン ジ 連 結 部 と 、
　 前 記 ヒ ン ジ 連 結 部 と 対 向 し て 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 を 電 気
的 に 連 結 さ せ る た め の 配 線 が 挿 入 さ れ る 配 線 連 結 部 と を 含 む 携 帯 用 の 端 末 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ヒ ン ジ 連 結 部 は 、
　 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 形 成 さ れ 、 切 開 片 及 び 左 右 の 両 側 面 が 開 放 さ れ て い る
連 結 片 か ら な る 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 と 、
　 前 記 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 形 成 さ れ 、 一 側 面 が 前 記 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 の 一 側 面 と
連 通 す る よ う に 開 放 さ れ る 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 に 挿 入 さ れ る ヒ ン ジ 軸 と を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 用 の
端 末 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ヒ ン ジ 軸 は 、 前 記 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 に 挿 入 さ れ る 第 １ ヒ ン ジ 片 及 び 前 記 第 ２ ヒ ン ジ
連 結 部 に 挿 入 さ れ る 第 ２ ヒ ン ジ 片 を 含 み 、 前 記 第 １ ヒ ン ジ 片 の 直 径 が 前 記 第 ２ ヒ ン ジ 片 の
直 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ る 請 求 項 ２ 記 載 の 携 帯 用 の 端 末 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 配 線 連 結 部 は 、
　 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 突 出 す る よ う に 形 成 さ れ る 連 結 片 、 及 び 前 記 第 １ デ ィ
ス プ レ イ パ ネ ル 部 の 内 側 へ 凹 ん で い る 受 け 片 を 含 む 第 １ 配 線 連 結 部 と 、
　 前 記 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 配 線 連 結 部 の 前 記 受 け 片 に 回 転 可
能 に 装 着 さ れ る 第 ２ 配 線 連 結 部 と を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 携 帯 用 の 端 末 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 配 線 連 結 部 の 前 記 連 結 片 は 、 上 部 が 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 の 上 へ 突 出
し 、 下 部 は 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 の 内 部 へ 入 り 込 み 、 突 出 し た 上 部 の 一 側 面 は 閉
鎖 さ れ 、 上 部 の 他 側 面 は 開 放 さ れ 、 下 部 の 左 右 の 両 側 面 は 開 放 さ れ る 請 求 項 ４ 記 載 の 携 帯
用 の 端 末 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ２ 配 線 連 結 部 は 円 筒 状 か ら な り 、 一 側 面 が 前 記 連 結 片 の 開 放 さ れ て い る 下 部 の 一
側 面 と 連 通 す る よ う に 開 放 さ れ 、 こ の 一 側 面 に は 係 合 突 出 部 が 円 周 方 向 に 突 出 し て 形 成 さ
れ 、 前 記 係 合 突 出 部 は 、 前 記 第 １ 配 線 連 結 部 の 連 結 片 に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 携 帯 用 の 端 末 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 電 気 的 に 連 結 さ せ る た め の 配 線 は 、 前 記 第 １ 配
線 連 結 部 の 連 結 片 及 び 第 ２ 配 線 連 結 部 を 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ る 請 求 項 ４ 記 載 の 携 帯 用
の 端 末 機 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 携 帯 用 の 端 末 機 に 関 し 、 よ り 詳 し く は 、 携 帯 用 の 端 末 機 の メ イ ン デ ィ ス プ レ イ
パ ネ ル 部 及 び サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 を 整 合 的 に 結 合 さ せ る こ と で 、 歪 み の な い 一 つ の
大 画 面 を 表 示 可 能 な 携 帯 用 の 端 末 機 の デ ュ ア ル デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 携 帯 用 の 端 末 機 と は 、 デ ジ タ ル フ ォ ー ン (Digital phone)、 セ ル ラ ー フ ォ ー ン (
Cellular phone)、 PCS(Personal Communications Service)フ ォ ー ン 等 の よ う な 移 動 通 信
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端 末 機 、 又 は PDA(Personal Digital Assistant)及 び 小 型 の ノ ー ト ブ ッ ク 等 の よ う に 携 帯
可 能 な デ ジ タ ル 端 末 機 を 称 す る 装 置 で あ り 、 通 常 、 こ れ は 、 無 線 通 信 リ ン ク と 連 動 し て ユ
ー ザ に 音 声 及 び 映 像 情 報 等 の 様 々 な デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ を 提 供 す る 機 能 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 携 帯 用 の 端 末 機 は 、 携 帯 性 の 極 大 化 の た め に 、 高 感 度 、 小 型 化 及 び 軽 量 化 を
目 指 し て 発 展 し つ つ あ る が 、 こ の 傾 向 は 、 携 帯 用 の 端 末 機 の 代 表 と し て の 移 動 通 信 端 末 機
の 発 展 過 程 を 調 べ れ ば 分 か る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 即 ち 、 初 期 の 移 動 通 信 端 末 機 の タ イ プ で あ る バ ー (Bar)型 及 び フ リ ッ プ (Flip)型 の 端 末
機 は 、 そ の 形 状 の 拡 張 が 不 可 能 で 大 き く て 重 い た め 、 現 在 で は ほ と ん ど 用 い ら れ て い な く
、 小 型 及 び 軽 量 で あ り な が ら そ の 形 状 の 拡 張 が 可 能 な ス ラ イ ド フ ォ ル ダ 型 及 び フ ォ ル ダ 型
（ 折 り 畳 み 型 ） の 端 末 機 が 用 い ら れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ２ ０ ３ ３ ２ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 最 近 で は 、 無 線 デ ー タ サ ー ビ ス が 大 衆 化 す る に つ れ て 、 携 帯 用 の 端 末 機 の マ ル チ メ デ ィ
ア コ ン テ ン ツ の 提 供 機 能 は 、 そ の 携 帯 用 の 端 末 機 が 元 々 有 す る 機 能 (移 動 通 信 端 末 機 の 場
合 は 通 話 機 能 、 PDAの 場 合 は デ ー タ の 入 力 機 能 )よ り 一 層 重 要 と な っ て い る 趨 勢 で あ る 。 携
帯 用 の 端 末 機 が 、 こ の よ う な マ ル チ メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ の 機 能 、 特 に 、 映 像 コ ン テ ン ツ の
機 能 を 有 効 に 行 う た め に は 、 通 信 網 か ら 受 信 し た 映 像 コ ン テ ン ツ を デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を
介 し て ど れ ほ ど 完 璧 に 表 示 す る こ と が で き る か が 重 要 な 要 素 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 上 述 し た よ う に 、 携 帯 用 の 端 末 機 の 携 帯 性 を 高 め る た め に 、 デ ィ ス プ レ イ パ ネ
ル の 大 き さ は 限 定 さ れ な け れ ば な ら な い 。 こ の た め 、 従 来 の デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 上 に お
い て は 、 良 質 の 映 像 コ ン テ ン ツ を 表 示 し 難 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 目 的 は 、 複 数 の パ ネ ル を 結 合 し て 一 つ の 拡 張 し た 画 面 が 具 現 で き る 携 帯 用 の 端
末 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の 他 の 目 的 は 、 携 帯 用 の 端 末 機 の 複 数 の パ ネ ル が よ り 整 合 的 に 結 合 さ れ る よ う に
す る ヒ ン ジ 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 用 の 端 末 機 は 、 第
１ 映 像 が 表 示 さ れ る 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 と 、 第 ２ 映 像 が 表 示 さ れ る 第 ２ デ ィ ス プ レ
イ パ ネ ル 部 と 、 前 記 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 を 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 回 転 可
能 に 固 定 す る ヒ ン ジ 連 結 部 と 、 前 記 ヒ ン ジ 連 結 部 と 対 向 し て 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２
デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 を 電 気 的 に 連 結 す る た め の 配 線 が 挿 入 さ れ る 配 線 連 結 部 と を 備 え て
い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る と 、 ヒ ン ジ 連 結 部 は 、 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 形 成
さ れ 、 切 開 片 及 び 左 右 の 両 側 面 が 開 放 さ れ て い る 連 結 片 か ら な る 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 と 、 前
記 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 形 成 さ れ 、 一 側 面 が 前 記 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 の 一 側 面 と 連 通
す る よ う に 開 放 さ れ る 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 に 挿 入 さ れ る
ヒ ン ジ 軸 と を 包 含 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 ヒ ン ジ 軸 は 、 前 記 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 に 挿 入 さ れ る 第 １ ヒ ン ジ 片 及 び 前 記 第 ２ ヒ
ン ジ 連 結 部 に 挿 入 さ れ る 第 ２ ヒ ン ジ 片 か ら な り 、 前 記 第 １ ヒ ン ジ 片 の 直 径 が 前 記 第 ２ ヒ ン
ジ 片 の 直 径 よ り 大 き く 形 成 さ れ る 。

10

20

30

40

50

(3) JP 3121820 U 2006.6.1



【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に よ る と 、 前 記 配 線 連 結 部 は 、 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 突
出 す る よ う に 形 成 さ れ る 連 結 片 、 及 び 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 の 内 側 へ 凹 ん で い る
受 け 片 を 含 む 第 １ 配 線 連 結 部 と 、 前 記 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 第 １ 配
線 連 結 部 の 前 記 受 け 片 に 回 転 可 能 に 装 着 さ れ る 第 ２ 配 線 連 結 部 と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ こ で 、 前 記 第 １ 配 線 連 結 部 の 前 記 連 結 片 は 、 上 部 が 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 の
上 へ 突 出 し 、 下 部 は 前 記 第 １ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 の 内 部 へ 入 り 込 み 、 突 出 し た 上 部 の 一
側 面 は 閉 鎖 さ れ 、 上 部 の 他 側 面 は 開 放 さ れ 、 下 部 の 左 右 の 両 側 面 は 開 放 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 前 記 第 ２ 配 線 連 結 部 は 円 筒 状 か ら な り 、 一 側 面 が 前 記 連 結 片 の 開 放 さ れ て い る
下 部 の 一 側 面 と 連 通 す る よ う に 開 放 さ れ 、 こ の 一 側 面 に は 係 合 突 出 部 が 円 周 方 向 に 突 出 し
て 形 成 さ れ 、 前 記 係 合 突 出 部 は 、 前 記 第 １ 配 線 連 結 部 の 連 結 片 に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 電 気 的 に 連 結 す る た め の 配 線 は 、 前 記 第
１ 配 線 連 結 部 の 連 結 片 及 び 第 ２ 配 線 連 結 部 を 貫 通 す る よ う に 設 け ら れ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 の よ う な 本 考 案 は 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 及 び サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 か
ら な る デ ュ ア ル デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル 構 造 に お い て 、 相 対 的 に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ た メ
イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 と サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 と の 間 に よ り 精 密 な 整 合 ヒ ン ジ 構
造 を 提 供 す る こ と で 、 よ り 鮮 明 で あ り 、 か つ 高 画 質 な 映 像 コ ン テ ン ツ の 表 示 機 能 が 具 現 で
き る 効 果 が あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 本 考 案 の 好 適 な 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 乃 至 図 ３ は 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 用 の 端 末 機 の デ ュ ア ル デ ィ ス プ レ イ モ
ジ ュ ー ル 構 造 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に 係 る デ ュ ア ル デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル は 、 メ
イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ と 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ に ヒ ン ジ で 結 合 さ れ
た サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ は 、 相 互 分 離 可 能 に 結 合 さ れ る 上 部 及 び 下 部 ケ ー ス １
１ 、 １ ２ と 、 こ の 上 部 及 び 下 部 ケ ー ス １ １ 、 １ ２ の 内 部 に 装 着 さ れ る メ イ ン 平 板 画 面 １ ３
と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 部 ケ ー ス １ １ の サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ と 連 結 さ れ る 角 部 に は 、 第 １ 配 線 連 結
部 １ ４ 及 び 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 １ ５ が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 配 線 連 結 部 １ ４ は 、 円 筒 状 の 連 結 片 １ ４ ａ 及 び 上 部 ケ ー ス １ １ の 内 側 へ 屈 曲 状 に 凹
ん で い る 受 け 片 １ ４ ｂ か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 連 結 片 １ ４ ａ は 、 そ の 上 部 が 上 部 ケ ー ス １ １ の 一 側 の 角 部 へ 突 出 し 、 そ の 下 部 は 上 部 ケ
ー ス １ １ の 内 側 へ 入 り 込 ん で い る 形 態 で 備 え ら れ 、 連 結 片 １ ４ ａ の 突 出 し た 上 部 の 一 側 面
１ ４ ａ － １ は 閉 鎖 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 連 結 片 １ ４ ａ の 上 部 ケ ー ス １ １ の 内 側 へ 入 り 込 ん で い る 下 部 は 、 図 ４ に 示 す よ う
に 、 そ の 左 右 の 両 側 面 １ ４ ａ － ２ 、 １ ４ ａ － ３ が 開 放 さ れ る こ と に よ り 、 そ の 左 側 面 １ ４
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ａ － ２ は メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ の 上 部 ケ ー ス １ １ の 内 部 と 連 通 し 、 そ の 右 側 面
１ ４ ａ － ３ は 後 述 す る サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 第 ２ 配 線 連 結 部 ２ ４ と 連 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 連 結 片 １ ４ ａ の 上 部 ケ ー ス １ １ の 内 へ 入 り 込 ん だ 下 部 の 左 右 の 両 側 面 １ ４ ａ
－ ２ 、 １ ４ ａ － ３ を 通 じ て 後 述 す る Ｐ Ｃ Ｂ フ ィ ル ム ３ ０ が 貫 通 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の 連 結 片 １ ４ ａ の 外 径 は 、 後 述 す る サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 第 ２ 配 線
連 結 部 ２ ４ の 外 径 に 対 応 す る 寸 法 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 受 け 片 １ ４ ｂ は 上 述 の 連 結 片 １ ４ ａ の 側 面 か ら 上 部 ケ ー ス １ １ の 内 側 (図 ５ に お い て は
下 方 向 )へ 湾 曲 状 に 凹 ん で お り 、 こ の 受 け 片 １ ４ ｂ の 上 部 面 に 後 述 す る サ ブ デ ィ ス プ レ イ
パ ネ ル 部 ２ ０ の 第 ２ 配 線 連 結 部 ２ ４ の 外 周 面 が 受 容 さ れ て 回 転 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 １ ５ は 、 切 開 片 １ ５ ａ と 連 結 片 １ ５ ｂ と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 切 開 片 １ ５ ａ に は 、 後 述 す る サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 ２ ５ が
挿 入 さ れ て 回 転 し 易 い 幅 だ け 切 開 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 連 結 片 １ ５ ｂ は 、 そ の 一 側 面 １ ５ ｂ － １ が 開 放 さ れ て い る 円 筒 状 で あ り 、 そ の 外 径 は 後
述 す る サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 ２ ５ の 外 径 に 対 応 す る 寸 法 か ら
な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 こ の よ う な メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ は 、 携 帯 用 の 端 末 機 の 本 体 側 に ホ ル
ダ ー 型 又 は バ ー 型 で 連 結 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ は 、 相 互 分 離 可 能 に 結 合 さ れ る 上 部 及 び 下 部 ケ ー ス ２ １
、 ２ ２ と 、 こ の 上 部 及 び 下 部 ケ ー ス ２ １ 、 ２ ２ の 内 部 に 装 着 さ れ る サ ブ 平 板 画 面 ２ ３ と か
ら な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 部 ケ ー ス ２ １ の メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ と 連 結 さ れ る 角 部 に は 、 第 ２ 配 線 連
結 部 ２ ４ 及 び 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 ２ ５ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ２ 配 線 連 結 部 ２ ４ は 、 上 部 ケ ー ス ２ １ の 角 部 に 備 え ら れ 、 そ の 一 側 面 ２ ４ ａ が 開 放 さ
れ て い る 円 筒 状 か ら な り 、 上 部 ケ ー ス ２ １ の 角 部 に 連 結 さ れ て い る 内 側 面 ２ ４ ｂ は 上 部 ケ
ー ス ２ １ の 内 側 と 連 通 す る よ う に 開 放 さ れ 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ の 第 １ 配 線
連 結 部 １ ４ の 受 け 片 １ ４ ｂ に 受 容 さ れ て 回 転 支 持 さ れ る よ う に 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 第 ２ 配 線 連 結 部 ２ ４ の 一 側 面 ２ ４ ａ の 周 縁 部 分 に は 係 合 突 出 部 ２ ４ ｃ が 円 周 方 向 に
突 出 し て 形 成 さ れ 、 こ の 係 合 突 出 部 ２ ４ ｃ は 第 １ 配 線 連 結 部 １ ４ の 連 結 片 １ ４ ａ の 側 に 回
転 可 能 に 結 合 さ れ 、 こ れ に よ り 、 第 ２ 配 線 連 結 部 ２ ４ は 、 係 合 突 出 部 ２ ４ ｃ に よ り 、 そ の
回 転 作 動 が 案 内 さ れ る と と も に 回 転 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 方 、 第 ２ 配 線 連 結 部 ２ ４ の 開 放 さ れ て い る 一 側 面 ２ ４ ａ は 、 後 述 す る Ｐ Ｃ Ｂ フ ィ ル ム
３ ０ が 貫 通 す る よ う に 、 上 述 の メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ の 連 結 片 １ ４ ａ の 下 部 の
右 側 面 １ ４ ａ － ３ と 連 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 ２ ５ は 、 そ の 一 側 面 ２ ５ ａ が 開 放 さ れ て い る 円 筒 状 か ら な り 、 上 述 の
メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 １ ５ の 切 開 片 １ ５ ａ の 側 に 挿 入 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 一 方 、 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 ２ ５ の 一 側 面 ２ ５ ａ と 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 １ ５ の 連 結 片 １ ５ ｂ の
一 側 面 １ ５ ｂ － １ と は 相 互 連 通 し て 装 着 さ れ 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ の 第 １ ヒ
ン ジ 連 結 部 １ ５ と サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 ２ ５ と は 相 互 連 通 し
て 開 放 さ れ て い る 各 一 側 面 ２ ５ ａ 、 １ ５ ｂ － １ を 通 じ て ヒ ン ジ 軸 ４ ０ が 挿 入 さ れ る こ と で
、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ 及 び サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ を 相 対 的 に 回 転 可
能 に 結 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の ヒ ン ジ 軸 ４ ０ は 、 サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 ２ ５ の 内 径 面
に 挿 入 さ れ る 第 １ ヒ ン ジ 片 ４ １ と 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ の ヒ ン ジ 連 結 片 １ ５
ｂ の 内 径 面 に 挿 入 さ れ る 第 ２ ヒ ン ジ 片 ４ ２ と か ら な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 好 ま し く は 、 ヒ ン ジ 軸 ４ ０ は 、 第 １ ヒ ン ジ 片 ４ １ の 直 径 が 第 ２ ヒ ン ジ 片 ４ ２ の 直 径 よ り
小 さ く 形 成 さ れ る こ と で 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ と サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部
１ ０ と の 間 の 相 対 的 な 回 転 作 動 を よ り 容 易 に 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ 及 び サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ は 、 Ｐ Ｃ Ｂ
フ ィ ル ム ３ ０ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 こ の よ う な Ｐ Ｃ Ｂ フ ィ ル ム ３ ０ は TCP（ Tape Ca
rrier Package） 、 COF（ Chip On film） 等 の よ う な 軟 性 （ Flexible） の 集 積 回 路 （ IC） パ
ッ ケ ー ジ を 通 称 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 の 端 部 が メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ の 平 板 画 面 １ ３ に 接 続 さ れ た Ｐ Ｃ Ｂ フ ィ
ル ム ３ ０ は 、 第 １ 配 線 連 結 部 １ ４ の 連 結 片 １ ４ ａ 及 び サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 第
２ 配 線 連 結 部 ２ ４ の 夫 々 の 開 口 １ ４ ａ － ２ 、 １ ４ ａ － ３ 、 ２ ４ ａ 、 ２ ４ ｂ を 貫 通 し た 後 に
、 そ の 他 方 の 端 部 が サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 平 板 画 面 ２ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 即 ち 、 Ｐ Ｃ Ｂ フ ィ ル ム ３ ０ は 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ 及 び サ ブ デ ィ ス プ レ イ
パ ネ ル 部 ２ ０ の 第 １ 及 び 第 ２ 配 線 連 結 部 １ ４ 、 ２ ４ を 介 し て メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部
１ ０ 及 び サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 平 板 画 面 １ ３ 、 ２ ３ を 相 互 接 続 さ せ る よ う に 構
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の よ う な 本 考 案 は 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ と サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部
２ ０ と が 第 １ 及 び 第 ２ 配 線 連 結 部 １ ４ 、 ２ ４ を 介 し て 安 定 し た 電 気 的 又 は 通 信 的 な 接 続 構
造 を 具 現 す る こ と で 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ 及 び サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２
０ が 開 か れ て い る 場 合 に 、 相 互 間 の 高 画 質 な 映 像 コ ン テ ン ツ 機 能 を 提 供 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 本 考 案 は 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ と サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ と
が 第 １ 及 び 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 １ ５ 、 ２ ５ に よ り 整 合 (clear conjunction)的 に 結 合 さ れ る
こ と で 、 そ の 開 き 作 動 の 時 に メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 １ ０ の 平 板 画 面 １ ３ の 一 側 に サ
ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 ２ ０ の 平 板 画 面 ２ ３ が 正 確 に 一 致 す る こ と に な り 、 こ の た め 、 二
つ の 画 面 を ほ ぼ 継 目 の な い 単 一 の 大 画 面 に 具 現 す る こ と が で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 、 本 考 案 の 実 施 形 態 に 係 る デ ュ ア ル デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 を 有 す る 携 帯 用 の 端 末 機
に つ い て 説 明 し た 。 上 述 の 実 施 形 態 は 本 考 案 の 概 念 が 適 用 さ れ た 一 実 施 形 態 で あ り 、 本 考
案 の 範 囲 が 前 記 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る の で は な く 、 本 考 案 の 概 念 を そ の ま ま 利 用 し て 様
々 な 変 形 例 を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 用 の 端 末 機 の デ ュ ア ル デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ
ー ル 構 造 の 折 り 畳 み 状 態 を 示 す 平 面 斜 視 図 で あ る 。 図 １ は 本 考 案 に 係 る 音 楽 付 き ス ラ イ ド
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シ ョ ー 自 動 生 成 装 置 と し て の 機 能 を 備 え た パ ソ コ ン の ハ ー ド ウ エ ア 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 本 考 案 の 一 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 用 の 端 末 機 の デ ュ ア ル デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ
ー ル 構 造 が 開 か れ て い る 状 態 を 図 １ の 矢 印 IIの 方 向 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 本 考 案 の デ ュ ア ル デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル 構 造 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 本 考 案 の デ ュ ア ル デ ィ ス プ レ イ モ ジ ュ ー ル 構 造 が 開 か れ て い る 状 態 に お い
て 、 メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 の 上 部 ケ ー ス の 内 側 へ 入 り 込 ん で い る 連 結 片 の 下 部 及 び
サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 の 第 ２ 配 線 連 結 部 を 部 分 的 に 切 り 出 し て 示 す 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 図 ４ の Ｖ － Ｖ 線 に 沿 っ て 切 り 出 し た 本 考 案 の 第 １ 配 線 連 結 部 の 連 結 片 を 示
す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ ０ … メ イ ン デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 部 、 １ １ 、 ２ １ … 上 部 ケ ー ス 、 １ ２ 、 ２ ２ … 下 部 ケ ー
ス 、 １ ３ … メ イ ン 平 板 画 面 、 １ ４ … 第 １ 配 線 連 結 部 、 １ ４ ａ … 連 結 片 、 １ ４ ｂ … 受 け 片 、
１ ５ … 第 １ ヒ ン ジ 連 結 部 、 １ ５ ａ … 切 開 片 、 １ ５ ｂ … 連 結 片 、 ２ ０ … サ ブ デ ィ ス プ レ イ パ
ネ ル 部 、 ２ ３ … サ ブ 平 板 画 面 、 ２ ４ … 第 ２ 配 線 連 結 部 、 ２ ４ ａ … 一 側 面 、 ２ ４ ｂ … 内 側 面
、 ２ ４ ｃ … 係 合 突 出 部 、 ２ ５ … 第 ２ ヒ ン ジ 連 結 部 、 ３ ０ … Ｐ Ｃ Ｂ フ ィ ル ム 、 ４ ０ … ヒ ン ジ
軸 、 ４ １ … 第 １ ヒ ン ジ 片 、 ４ ２ … 第 ２ ヒ ン ジ 片

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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